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We are developing a new strawberry (F.x αnωωDuch.)cultivation system (using seed propagation type 仰 
June-bearing cultivar). In a strawberry cultivation，that is propagated through vegetative propagation the major 
constraints of production. There紅 emajor diseases caused by a virus and anthracnose which infect seedlings and 
consequently decrease production because of disease spread. The govemment research center in the country has 
gone into a large expenditure and labor. However，there is no effective control method for these diseases，no stable 
supply of excellent seedlings for maintenance，or no available production of propagated virus-free seedlings for 
commercial distribution. Ithas already been confirmed that the virus and anthrax bacterium are not seed bome. 
Therefore，the seed breeding is made possible which can solve drastically disease infection of strawberry. Shorten側、 
ing is expected compared with propagation. In addition to the production of runner，a labor saving，lighter work， 
world result to an increase seed production. This research aims to develop a practical type of seed propagation in 
strawberry bringing，strawbe町ygrowing. A revolutionary epoch by promoting an excellent kind of strawberry seed 
propagation and an eficient seedling production method for the strawberry seed breeding. The supply is expected 
to be a great labor saving that would result to stable supply of healthy seedlings in strawberry production. Further-
more，it decreases seedling labor reduced pesticide use of seedling industry giving pesticide-free strawbe町・ 
1. はじめに
千葉大学は「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業J
の一環で，千葉県が中核機関となって実施している研究課題
「イチゴ栽培を変革する穂子繁殖型品種の育成Jに，共同機
関として参画している.
らは，そのなかで「種子繁殖型の品種が育成されたJ
後の課題として，イチゴ穂子の採穂から，各種種子精選，種
子処理技術等の商生産技術の開発，そして種子繁殖を前提と
した栽培システムの開発・実用化に関する研究開発を担当し
ている.今回は本研究の背景と意義などについてまとめる.
なお，本報告では「種子繁殖型イチゴJという
いるが，これは研究課題の言葉をそのまま使用したものであ
る.本来の意味で、言えば， I栄養体増殖型Jに対する「種子
増殖型」が，より正しいのかも知れない. 
2. 研究の背景ーイチゴ栽培の現状と問題点…
作出された新種ということである.そのため，作出の経過も
比較的はっきりしており，北米の野生種Fragm加 νirginia聞
と南米のチリに自生するF. chiloensisが欧州、|に渡り， 1760年
代にオランダで作出されたとされている.
一方のF.virginiana (n 21)は，北米東部に自生し，口 
が薄く，緋紅色で芳香の強い小果を多数着生させる.他方の 
F. chiloensis (n =28)は，アンデス地帯，特にチリをはじ
めとする中南米の太平洋側に自生し，葉が厚く果色や香気に
乏しいが，大果系のものもある種である.アメリカ大陸の北
と南に自生する野生種を材料に欧州で作出された種間雑種が
今のイチゴのル…ツなのである [1， 2]. 
さて，これまで国内のイチゴの育種を行っている機関では，
「イチゴ栽培種は 8倍体で、，形質(実用形質)の回定が難
しいJとの先入観があり，種子繁殖型品種育成の取り組みは
行われてこなかった.ぞれ以前に，容易に子株(ランナープ
ラント)による増殖が可能であり，増殖率も 50~100倍程度
になるため，穂子繁殖型の品種育成という発想が出てこな
かったのかも知れない.
その中で，千葉県農業総合研究センター育種研究所(旧原
日本で栽培し，流通しているイチゴ (n 56)の学名は， 
Fragaria Xαnanαssa DUCHESENEであるが，このよう 聞で外観上の形質のばらつきが少なくなることを見いだして
名の野生種は存在しない.近代になって，二つの野生種から おり，同センター育成品種‘いざよい'を用いた自殖 4世
= 種農場)では，イチゴでも自殖・選抜を重ねることで，世代
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代で外見上の回定が認められ，自殖を繰り返し，個体選抜し
ていけば，実生栽培用イチゴで品種育成の可能性が高いこと
を報告した [3].同センターでは，さらに自殖による優良
形質の集積を行い，草姿，果実の形状など，幾つかの実用形
質について，外見上形質の回定が認められる数系統の選抜に
成功している.さらに，現在も高度化事業の中で，新たな系
統を育成しており，種子繁殖型品種の発表もそれほど速くな
し¥.
では，どうして今積子繁殖型のイチゴ品積が期待されてい
るのか，まず，日本のイチゴ栽培の現状と課題について概観
する. 
2 1 イチゴ栽培の現状
全国におけるイチゴの作付面積は7，360ha，生産量約21万t
で，主要卸売市場における売上高は1，900億円になり， トマ
トに次いで第 2位である.イチゴは，栽培的には野菜に分
類されているが，青果物卸売市場調査報告の統計(農林水産
省)では，イチゴは果物として扱われている.問統計によれ
ば，イチゴの売上高は果実部門で第 1位であり，いずれに
しても国内における主要な作物ということである.
しかし，他の野菜，果樹と同様にイチプの栽培面積は年々
減少している.農林水産省「野菜生産出荷統計」によれば，
過去10年間に日本のイチゴ栽培間積は80%程度に減少して
いる.しかし，現状では生産量はほぼ横ばいで大差なく推移
している.これは，各県等による早生型の新品穂の育成の効
果，ポット背簡が普及したこと，夜冷短日処理などの花芽分
化促進技術により早期出荷が実現し，結果的に収穫期間が延
長したこと，暖房機の導入で冬季の保温と炭酸ガス施用，ま
た摘果等の技術普及により大果高品質生産が一般化したこと
等により，栽培面積の減少をカパ…してきたからである.一
部の県では，より省力的で軽労化が期待できる高設の養液栽
培システムの普及も収量増に賞献している.
しかし，イチゴは単価が商く，果実が車去最であることから，
高齢化により重量野菜生産からシフトしてきた生産農家も多
く，生産者の平均年齢が高いとされている.従って，近い将
来，急激な生産量の減少が懸念されているところである.
上述のように，イチゴ栽培は，個々の作業は比較的軽作業
であるが，栽培株数が多く (8，000株/10a程度)，採苗，
苗，定植等の作業は，短期間に集中するため負抱が大きい.
特に採萌や育苗は，他の作物の管理作業との競合が起こりや
すく，高齢化対策や大規模栽培の際の大きな課題のひとつに
なっている.
そこで，実取り用のポット苗の購入や，北海道などイチゴ
栽培が少なく，病害にあまり汚染されていない地域で，粗放
的に子株生産を行い，生産地で苗として利用するリレ}栽培
などの取り組みが試みられている(いずれも商生産の分業化
が前提である). 
2… 2 イチゴの増殖・採苗
イチゴは，ランナ…を利用した栄養繁殖で増殖する方法が
主流である.生産農家では，ウイルスブリ}化した親株を購
入し，ランナ}を発生させて，そこから子株を採萌して苗を
育成する方法を採用するのが一般的である.フリー苗は，比
較的高価であるため，生産者によっては，親株の全てにはフ
リ…苗を使用せず，部分的に利用することも多く，その場合
は栽培株のうち，病害虫の被害が見られず，生育・収量・果
実品質等の良好な株を選抜し，花房などを整理した後に親株
として利用する.
親株は，品種によりランナ}の発生程度が異なるため，植
え付け本数が異なるが， 10a当たり 300株--401材宝度確保す
る必要がある品種もあるので，生産者の経済的負担も少なく
ない.…方，ウイルスフリー苗の養成には多大な労力とコス
トが必要で、あることも事実であり，ぞれが優良種簡の安定供
給に対して大きな問題になりつつある.生産者に供給される
ウイルスフリー苗の維持，増殖，配付業務については，
の公的機関が総額50億円以上といわれる多大な経費，労力
を投資して行っているのが現状である.他の野菜とは異なり，
民間の種苗会社の取扱比率が少ないのは，イチゴは栄養繁殖
が前提の栄養系品種がほとんどであるため，育成権者の利益
が十分確保しにくい点が大きいと思われる.
ところで，ウイルスブリ…商の養成には機つかの手段があ
るが，千葉県の場合は，病害汚染株・変異株の発生リスクを
最低限に抑えることを目的に，生長点培養によりウイルスブ
リー化を行った場合は，必ず増殖する前に，個々の個体の生
産力等の検定を行って，培養変異等がないことを確認した後
に，増殖プロセスに入る.その後は，基本的に網室内で維
持・増殖し，ウイルス検定を定期的に行ってチェックし，原
原種がウイルスに再持染されるまでは，ブリ…化の作業を行
わないのが原則である.このため，増殖過程の多くを網室内
で行う必要があるため，コスト増につながっている.しかし，
増殖の川上で，ウイルスや炭痘病等による汚染や，変異が発
生した場合，ぞれ以降の川下にあたる全ての苗の汚染につな
がることから，櫨めて重要で，慎重な作業を嬰求されるとこ
ろである.
民間のフリー苗生産企業の中には，このようなプロ
セスを採用せずに，メリク口ン等の手法で大量増殖し，
力検定等は行わずに苗生産を実施するところが多い.このよ
うな場合，ある程度の確率で変異株が出現することが分かつ
ているため，一度結実させて，最低限の変異をチェックした
後に商を配布する場合もあるが，変異株のリスクは比較的高
いのが現状である.
栽培農家では，萌を入手した後に親株として定植し，そこ
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から子株を増殖させて採苗し，育苗して栽培用の苗とするの
が一般的である.通常は増殖率の関係で，親株から発生した
各々のランナ}上に初めて形成される第 1次子株 (太郎苗)
は苗として採苗しない.商として利用するのは， 2次(次
郎苗)--4次(四郎前)程度の比較的大きさの揃った子株
で， 1株あたり 50程度採苗して育商することが多い.この
場合， 50倍程度の増殖率ということになる.現状では，ほ
とんど利用されていない太郎苗は， 50倍の増殖率を得る頃
には，大きくなりすぎるため，苗としては不適になるが，適
期に採商すれば，良質な商となる.
無病のウイルスフリー株を親株として，子株生産を行った
場合でも，この増殖過程でウイルスによる汚染や，炭般病や
萎黄病など各種病害に慌病するリスクが無視できず，古くか
らの産地では生産上の大きな問題になっている.そのため，
隔離床の利用や，専用の高設採苗システムの利用などが進ん
でいる.
このように，現在の栄養体で増殖するイチゴ栽培では，植
物病原性ウイルスや炭痕病などの主要病害が苗に潜在感染し，
また，病害の蔓延による生産量の低下などが問題となってい
る.また，子商生産や，採苗作業，背菌作業が，栽培上大き
な負担になっていることも事実である. 
3. 種子繁殖型イチゴ、の意義
イチゴの苗生産に関連した様々の問題点については，上述
のようであるが，それらの問題点は，荷の増殖を栄養繁殖で
行っていることに組閣するものが多い.従って，仮に栄養系
品種ではなく，穂子繁殖型の品種を育成し，その品種による
イチゴ生産システムが確立で、きれば，種々のメリットが期待
できる.イチゴ生産にとってまさに革新的な技術となりうる.
これを実現したのが，オランダのABZ社で育成された四季
成り性 (ever-bearing)品種の‘エランである.エランは，
我が聞でも大きな話題を呼び，実際にその有利性を活かして
ある程度の普及をみている.しかし，果実品質の面で，我が
国の市場には十分でないため，国産の一挙成り性(June…bear附 
ing)イチゴ品種で穂子繁殖型のものを求める戸が大きくなっ
ているのである.
以下には，穂子繁殖型のイチゴ栽培システムのメリットに
ついて概説する. 
3 1 無病苗生雄
イチゴに感染する主要なウイルスや炭岨病菌は，穂子伝染
しない事が確認されている.そのため，穂子繁殖型品種を用
いた生産システムが体系化され，確立できれば，これらの病
害の問題を抜本的に解決することが可能である.また，実生
苗であれば，セル成型商生産システムの応用が可能であり， 
育苗中の病虫害のリスクも飛躍的に低くなる.
3 2 苗揃いの向上
穂子繁殖型の品種の育成には，品種のれ化が前提であると
されている.現状の栄養系の萌では，種々のステ…ジのもの
が混夜し，原理的に苗の斉一性には限界があった.しかし， 
Fl穂子を十分に管閣された育苗システムで育苗することによ
り，苗の揃いが格段に向上すると思われ，定植後の種々の管
理作業の効率も向上することが期待される. 
3 3 民間種苗業者の参入促進
我が悶の気象環境・市場に適合した一挙成り性の穂子繁殖
型のれ品種が実現すれば，これまでイチゴの育種に消極的で
あった民間種商業者によるイチゴ新品種育成が促進されると
思われる.これまで，栄養繁殖型の作物の育種では，育成権
者の権利が十分に保護されているとは言えない状態で、あった.
これが，民間企業のイチゴ育種への参入が遅れていた一因で、
あるが，種子繁殖型のg品種の可能性が確認されれば，各社
の参入が促進されることが考えられる.また，民間企業の参
入により，競争が激化し，より高品質・高収:最の品穂が作出
されることが期待される. 
3-4 病害虫のうイフサイクルの分断
イチゴの病害虫問題のもう一つの問題は，苗生産に要する
期間が長期にわたり，果実生産と重なる点である.親株の入
手から考えると苗生産に 1年近くの期間が必要で，
と果実生産を平行して行っているのが現状である.そのため，
管理が徹底しない生産者では，病害虫が苗生産岡場から，果
実生産圃場へ，また果実生産圃場から苗生産圃場へと広がる
リスクが高くなる場合が多い.
一方，実生苗を使う種子繁殖型イチゴ栽培システムでは， 
6月に捕手重して，年内収穫する作型が促成栽培の基本型に
なると考えられており，果実の生産・栽培と育苗を完全に分
離することが可能で，病害虫のサイクルも分断することが可
能である.これにより，農薬等の使用量も削減することが可
能になり，栽培期間中の防除の幅も広がる. 
3-5 省力化・軽労化・分業化の促進
ように，実生前の利用が進み，他の野菜と同様に，
セル成型衛生産の体系が確立すれば，育商作業が格段に省力
的・効率的になる.また，苗生産の工程を単純にできるため，
背苗が規格化され，システム化・軽労化を進めやすい.それ
により，既存の苗生産業者や，新規参入者によるイチゴ苗生
産を生業とする企業が出てきて，分業化が進むと思われる.
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必要とされる研究課題 4. 
3-6 低コスト苗生産
上述のように，イチゴの商生産が分業化され，商生産に関
わる各種技術の開発が促進されれば，商生産コストは，徐々
に低下すると思われる.現状のウイルスフリー苗の育成に要
していたコストの大半は不要になり，全国の公的機関で負担
していたウイルスフリー苗の維持・増殖・配付業務にかかわ
も不要になる.逆に，これらの事業費にあてていた
財源の一部が，新品種の育成に振り分けられることにより，
新品種の育成も活性化するはずである.
このように，種子繁殖型イチゴ栽培システムが体系化・
用化されれば，そのメリットは極めて多い.しかし，現状で
は，あくまでも「仮定法Jにすざない.一挙成り性の穂子繁
殖型民品種の作出も容易ではないが，仮に有望な新品種が作
出されたとしても，解決しなければならない課題も多い.以
下には，高度化ブ口ジ、ェクトで当研究室が担当している研究
課題について述べる. 
4…1 イチゴの採種技術
イチゴの採種については，これまで育種の一環として行わ
れてきた税度である.我が国では，栄養系品種がほとんどで
あるため，ごく一部の育種家のみがイチゴの交配・採種を
行ってきたに過ぎない.実際に種子繁殖型イチゴの生産シス
テムを展開することになれば，育成したF1品種の採種を経済
的に行う必要がある.
イチゴのg採種では，除雄作業が労力的に最も負荷が大き
い.採種効率を高めるため，自殖岡定系統の選抜を行う際に，
りの採種数が多く，出芽の良い系統の選抜が重要と
されている [4].さらに，得られた果実から採種調製する
作業も効率が惑い部分である.採種調製方法により，その後
の種子の発芽パフォーマンスが異なってくることからも採種
調製方法は重要である.そこで，現在当研究室では，効率的
で，穂子の発芽パフォ…マンスを低下させることなく大量処
理できる採種調製方法について検討しており，ほぼ目的とし
た採種効率，穂子品質が得られるようになってきている. 
4-2 種子選別・精選
得られたイチプのg種子は，形や大きさ，重さ，比重，色
などが典なる雑多な種子が混在している(第 1図，第 2図). 
発芽や初期生育などのパフォ…マンスは種子のサイズや比重
などにより異なることが分かつている.そこで，どのような
手段で，どの程度に穂子を選別・精選すれば，斉一な発芽・
初期生育が得られるのか検討している.また，穂子の精選方
法や，保存方法についても新たな技術開発の可能性を検討し
ている. 
4-3 発芽向上技術(種子処理技術)
イチゴ種子は，特に発芽率が低いことが分かつている.採
種した種子をそのまま播種すると，適温条件下で 1ヶ月経
過しでも 10%根度の発芽しか見られないことも多い(第 3
図).このような場合，他の難発芽穂子で行われているよう
に，各種の穂子処理やプライミング処理を穂子に施し，発芽
パブオ…マンスの大幅改替を行うことが要求される [5， 
6].イチゴ種子においても濃硫酸処理とオスモティックブ
ライミング処理，マトリックブライミング処理，いずれのブ
ライミング処理を組み合わせて行うことによっても発芽が早
まり，発芽の斉一性が向上することを報告している[7J. 
経済的な生産の場合，穂子の発芽率は少なくとも 1週間 
1図採種調製したイチゴ種子(無選別:形や大きさ，
さ，比重，色などが異なる雑多な種子が混在
している) 
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以内に発芽率80%以上をクリアする必要がある.可能であ
れば， 7日以内に90%以上の発芽が望ましい.従って，発
芽率向上にかかわる試験に対する期待は大きい.現夜，当研
究室の研究により，発芽率，発芽勢については目標に近い数
字が得られるようになっている. 
4-4 苗生産システム
実際に斉一な発芽が得られたとして，苗の生長を如何に早
く，効率的に行わせるかも重要な課題である.当研究室では，
背菌培地，培地水分，肥料条件，温度管理方法等について検
討している.子葉のサイズはその後の生育に影響を及ぼすた
め重要であるとし，播種時からの施肥条件が出芽と子葉の生
長に及ぼす影響について検討を行い，初期生育の向上には播
種からの肥料成分の存在が関与していることが示唆された 
[8] .将来的には，イチゴ生産において20%を占める背苗
労力の大幅な省力化を実現し，生産者の背商に係わる労力，
精神的負拐を大幅に軽減するイチゴのセル成型商生産システ
ムが構築できるまで詳細を検討する予定である(第 4図). 
4-5 花芽分化促進・制御技術
最終的な果実生産のためには，苗の斉一性だけではなく， 
第 4図イチゴのセル成型苗
(千葉県農業総合研究センター提供)
花芽分化の斉一性が要求される.種子繁殖型イチゴ実生にお
いて，体内窒素レベルが高いと低温短日条件を与えても花芽
分化は起こりにくいことが示唆されており[9J，現状では，
十分な花芽分化の斉一性は得られていないが，任意の時期に，
十分な品質の花芽が得られるように，各種花芽分化促進法，
制御法を組み合わせて，より斉一で，制御性の高い技術を開
発する必要がある. 
4-6 花房出現方向特定技術 
慣行の栄養系商を用いた栽培では，ランナーの一部を残し，
花房の出現方向を特定している.親株側のランナ…と反対側 
に花房が出現するのが一般的である.定植は，花房出現方向
を考慮して行わないと，その後の花房管理や収穫などの作業
効率が悪くなる.実生商でも，花環の出現方向を高い精度で
推定する必要があることから，その方法について，検討を
行っている.
5. 将来展望
以上のように，種子繁殖型イチゴ栽培システムの栽培的，
経営的意義は極めて高いが，課題も多い.しかし，どのよう
な栽培技術も多くの課題を克服して実用化に辿り着いている.
千葉大学の協力の下に本プロジェクトが計醐通り
成できるように，日夜イチゴと取り組んでいるところである.
予定では， 2008年には，同システムのブ口トタイプが完成
していることになっている.
摘嬰
全悶におけるイチゴ生産は，作付閥横7，360ha，
万t，市場売上高1，900億円で，果実部門第 1位である.現在
の栄養体で増殖するイチゴ栽培では，植物病原性ウイルスや
炭痘病などの主要病害が苗に潜在感染し，病害の蔓延による
生産量の低下などが問題となっている.また，全国の公的機
関が多大な経費，労力を投資して行っている.ウイルスフ
リ…苗の維持，増殖，配付業務においても，これらの病害に
対し有効な防除法が無く，優良穂簡の安定供給に支障を来し
ている.イチゴに感染する主要なウイルスや，炭痕病閣は穂
子伝染しない事が確認されている.そのため，種子繁殖がイ
チゴにおいても可能になれば，病害問題を抜本的に解決する
ことができる.さらに，ランナ]による増殖に比較して，種
子繁殖での育苗は，省力・経作業化と育苗期間の大幅な短縮
が期待される.本研究では，種子繁殖型イチゴ優良品種の育
成，種子繁殖型イチゴの効撃的種萌生産方式の確立により，
イチゴ栽培に画期的な変革をもたらす穂子繁殖型イチゴ品種
の実用化を目標とする.その結果，イチゴ生産における無病
種苗の安定供給，背苗労力の大幅な省力化(生産者の育苗負
担の軽減)，種苗業界の活性化，滅農薬により，安心，安全
なイチゴの安定的な供給が期待される.
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